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牛房内の照度が黒毛和種繁殖牛の行動と生理に及ぼす影響
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Abstract：Ｔｈｉｓstudyevaluatedtheeffectsofdifferentluminancelevelsonbehavior，feedintake，body

weightandbloodpropertiesofJapaneseblackcowinacattlefarm、Ｓｉｘｃｏｗｓｗｈｉｃｈｄｅｌｉｖｅｒｅｄｃａｖｅｓｔｗｏ

ｍonthsagoorwilldelivercalvestwomonthslatterwaretakeninthisexperiment・Ｔｈｅｃｏｗｓｗｅｒｅ

evaluatedinlowluminanceenvironｍｅｎｔ（270Ｌｕx）andcontrolenvironment（9931Ｌｕx）ｆｏｒｌｌｄａｙｓ，and

theevaluationwasrepeatedthreetimesCutroughagewasprovidedasadlibitumfeedingandconcentratｅｄ

ｆｅｅｄｏｆｌｋｇ/daywasaddedassupplement・Ｔｈｅｃｏｗｓｍｔｈｅｌｏｗｌｕｍｉｎａｎｃｅｅｎvironmentshowedlower

tendencyinaggression，threateningandescapingbehaviorｔｈａｎｔｈｅｃｏｗｓｉｎcontrolenvironment・Dry

roughageintake，bodyweightandbloodpropertieswerenotsignificantlydifferentbetｗｅｅｎｔｈｅｃｏｗｓｉｎｔｈｅ

ｌｏｗｌｕｍｉｎａｎｃｅｅｎvironmentandcontrolenvironment・Thisstudyindicatesthatgroupfeedingofcowinlow

luminanceenvironmentisapossiblemethodtodecreasefightingbehavior．
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緒巨毛和種繁殖雌牛の行動乾物摂取量
及ぼす影響を検討したので報告する。

体重および血液性状に

ウシの生産能力は，環境要因と遺伝能力の関与によって作

用される。家禽の飼養環境において照度は生産性向上の重要

な要因であるが，古市ら')は照度を250Luxから5Luxまで

下げることにより採卵率が1.8ポイント向上し，つつきなど

の悪癖抑制の効果が得られたと報告している。肥育豚の行動

と豚舎内照度との関係において，豚房内照度を低くすること

で尾かじりなどの悪癖行動が減少し，運動の減少によって肥

育効果が向上することを報告している2)。また，ウシについ

ては子牛の血漿プロラクチン，成長ホルモンおよび甲状腺刺

激ホルモン濃度と光周期との関係について，日照時間を延長

することで血漿プロラクチン値が著しく上昇すると報告され

ている薊)。このように，光は家畜の行動や生理作用に影響を

与えていると考えられるが，牛房内照度と肉用牛の生産能力

に関する報告は少ない。そこで，本研究では牛房内照度が黒

材料および方法

１．供試牛

試験は2009年３月26日～同年５月18日の間，琉球大学農学

部附属亜熱帯フィールド科学教育研究センター内牛舎で実施

した。供試牛は同牛舎で飼養されている分娩２ヵ月後から

分娩予定２ヵ月前までの黒毛和種繁殖雌牛６頭（表１）を用

い，３頭群飼の２群に分けた。供試牛の平均体重はＡ群380

±58kgおよびB群383±26kgであった。

２．飼養管理

供試飼料は市販の濃厚飼料（原物中ＴＤＮ69.0％，

CP140％）および自家産粗飼料のローズグラスサイレージ
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(乾物中ＴＤＮ626％，ＣP4.1％）を用いた。濃厚飼料は１ｋｇ

/日，毎朝９時に給与し，粗飼料は約10ｃｍに細断したものを，

不断給餌とした。水はウォーターカップによる自由飲水とし

た。照度環境の設定は，遮光ネット（遮光率75％黒色）で

牛房（６０ｍ×3.6ｍ）周囲を地上30ｃｍから３ｍの天井まで覆

い低照度環境区とし，通常管理を対照環境区とした。

以上でありい，家畜管理作業の支障となる環境下ではないと

考えられる。牛房内気温は両区とも23.4℃，湿度は低照度環

境区65.8％，対照環境区65.3％となりほぼ同様であった。

牛房内照度の違いが黒毛和種の行動回数に及ぼす影響を表

３に示した。低照度環境区では攻撃行動0.76回／時，威嚇行

動0.66回／時および逃避行動1.46回／時となり，対照環境区

に比べ低い値となった。暗条件下においてニワトリの悪癖が

減少すると報告されておりい，本研究の肉用牛においても低

照度環境下において闘争に関連する行動が減少する傾向がみ

られたことから同様の結果が得られたと考えられる。

表１．供試牛

区分牛番号 体重（kg） 月齢

1４３７１３８

Ａ群２３８１５２

３３２１３６
－￣￣凸●凸中一の●●￣￣｡－－－￣●■凸一一一●￣￣-－－－－－￣■百●●●●●｡￣￣￣￣－－－－－●￣－￣■凸字■●●｡‐￣■￣￣￣￣｡‐￣－－￣●●￣￣ここ｡--￣￣￣-‐⑥●■中▲■■可一｡￣￣‐￣￣￣￣￣‐｡◆￣古凸■■甲一●￣￣Ｃ￣

平均380±581）
表２．試験期間中の照度，気温および湿度

区分照度（Lux）気温（℃）湿度（％）
４４１１ｌ３６

Ｂ群５３７８１００

６３５９１７１
‐￣－－－－－－－－■凸■白■＝●－－－－ｃｃ●●－◇凸■■■の｡－－－－●=の■｡▲●■守年申｡●－－－－－●凸一凸｡■■■▲‐｡－－－－－－ｃ－凸●の●｡早＝●●⑤－－－－●－●■▲±－■午‐◇－－－－－－◆－‐缶■■■中■午｡‐－－－－－

平均383±26'）

低照度環境区

対照環境区

牛舎外

270±136２３．４±２．１６５．８±18.3

９９３１±6073２３．４±2.165.3±18.0

42201±1958523.6±２．２６３．９±18.9
l）平均値±標準偏差

平均値±標準偏差

牛房内の照度の違いが黒毛和種の乾物摂取量および体重に

及ぼす影響を表４に示した。乾物摂取量は低照度環境区で

6.2kg，対照環境区より6.1ｋｇとほぼ同じ値を示した。体重

についても同様に低照度環境区で395.5kg，対照環境区より

3941ｋｇとなった。このことから照度を低下させても飼料摂

取量，体重には変化がない可能性があることが示唆される。

表３．牛房内照度の違いが黒毛和種の行動回数に

及ぼす影響（回／１時間）

３．試験計画

Ａ群は１期・低照度環境区，Ⅱ期・対照環境区，Ⅲ期・低

照度環境区としＢ群は１期・対照環境区，Ⅱ期・低照度環境

区，Ⅲ期・対照環境区として１期11日間のⅢ期反転試験を行っ

た。なお前７日間を馴致期間，後４日間を本試験期間とした。

４調査項目および方法

気温および湿度の測定は温・湿度計（T＆Ｄ社製Thermo

RecorderTR-72U)，照度の測定は照度計（ＡＳＯＮＥ社製

LM-332）を用い，測定場所はいずれも地上150ｃｍの高さで

行い，各牛房内および牛舎外でそれぞれ３点を測定し，平均

値を用いた。測定時刻は９時，１３時および'5時の１日３回と

し，これらの平均値を日平均値とした。

飼料摂取量は前日の給餌量から給餌前の残飼を，差し引い

た値とした。今回の試験は３頭群飼で行ったため，摂取量は

３頭の合計摂取量を３で除した値とした。体重は各期終了日

の９時から測定した。体重測定後，頚静脈より採血を行

い，血清中のグルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ

(GOT)，血糖，ビタミンＡ，遊離脂肪酸を測定した。行動

調査は試験期間中８～10日目の３日間行い，観察時間は９時

から13時，１５時から18時の１日計７時間とした。観察は目視

で行い，佇立，伏臥，採食，休息，反舞，排泄，攻撃，威嚇

および逃避４１の行動回数を調査した。

統計解析は反転試験法5)による分散分析で行った。

項目 低照度環境 対照環境

採食

休息

反謁

飲水

身繕い

排糞

排尿

攻撃

威嚇

逃避

０
３
２
６
８
７
０
６
６
６

８
３
８
７
７
２
２
７
６
４

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

３
３
０
０
０
０
０
０
０
１

4.53

3.16

0.91

0.71

1.06

0.29

0.20

0.93

1.29

2.15

牛房内の照度の違いが黒毛和種の血液'性状に及ぼす影響を

表５に示した。低照度環境区の血清中アルブミン319/dL

G○T6121U/dl，血糖ｲ直65.9ｍｇ/dl，遊離脂肪酸2479,UEQ/ｌ

で対照環境区とほぼ同じ値を示し，有意な差は認められず正

結果および考察 表４牛房内照度の違いが黒毛和種の乾物摂取量および
体重に及ぼす影響

試験期間中の照度，気温および湿度を表２に示した。低照

度環境区の照度は270Luxとなり対照環境区における9931Lux

の2.7％であった。また，牛舎外の42201Luxと比較すると

０６％となり暗い環境下であった。この値はわが国の労働安

全衛生規則第604条に定められた普通の作業が可能なl50Lux

区分 摂取量(kg/頭/日）体重(kg）

低照度環境区

対照環境区

６２±０．８

６．１±１０

395.5±463

394.1±45.5

平均値±標準偏差
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表５．牛戻内照度の違いが黒毛和種の血液性状に及ぼす影響

項目 低照度環境 対照環境

アルブミン（g/dＤ

ＧＯＴ（ＩＵ/l)'）

血糖（ｍg/dl）

ビタミンＡ（ＩＵ/dl）

遊離脂肪酸（IuEQ/l）

３．１±0.1

６１．２±１３．７

６５．９±４．０

７０．３±16.9

247.9±１４１７

３．２±０．２

６３．４±10.6

６３．８±４８

73.1±17.4

222.6±1８４０

平均値±標準偏差 l）ＧＯＴ：グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ

引用文献常の範囲内と考えられる。低照度環境区のビタミンＡ値は

7031Ｕ/dlと対照環境区に比べて低い値を示したが有意な差

は認められなかった。暗所ではビタミンＡが結合したロドプ

シン合成が盛んになることが知られている？)。本研究の低照

度環境区においてもビタミンＡがロドプシン合成に多く消費

されたと考えられ，ビタミンＡ値が低くなった要因の一つで

あると推察される。

これらのことから，黒毛和種繁殖雌牛の群飼において，牛

房内の照度を低下させても乾物摂取量，体重や血液性状に影

響を与えず，闘争行動を抑制する可能性が示唆された。
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要約

牛舎環境における照度の違いが黒毛和種雌牛の行動，飼料

摂取量，体重および血液`性状に及ぼす影響について調べた。

研究は低照度環境区(270Lux)および対照環境区(9931Lux）

を設定し，１期11日間のⅢ期反転法で行った。供試牛は分娩

２ヵ月後から分娩予定２カ月前までの黒毛和種繁殖雌牛６頭

を用いた。給餌は濃厚飼料を１ｋｇ/日給与，粗飼料は細断し

たものを不断給餌した。低照度環境区では攻撃，威嚇および

逃避行動が対照環境区に比べて低い値となった。乾物摂取量，

体重および血液`性状は両区で有意な差は認められなかった。

低照度環境区における黒毛和種繁殖雌牛の群飼は行闘争行動

を抑制する可能性が考えられた。


